
言語活動の充実を通して 
基礎的・基本的な知識・技能の習得と活用を図る授業を 
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「的確に理解する力」、「論理的な思考力と表現力」、「伝え合
う力」を育成するために、言語活動を授業に取り入れる。 

◎ 小学校においては、漢字の読み書き、音読や朗読、対話、発表などにより、日常生活   
 に必要な国語の能力の基礎を育成することが大切です。 
   また、中学校においては、古典の暗唱などにより言葉の美しさやリズムを体感させると 
 ともに、発達の段階に応じて、記録、要約、説明、論述といった言語活動により社会生活  
 に必要な国語の能力の基礎を育成することが大切です。 
   高等学校では、討論、解説、創作、批評、編集などの言語活動により 
 社会人として必要な国語の能力の基礎を育成することが大切です。 
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１時間の授業の中で、指導事項を明確にし、目的に応じた伝 
え合う活動や、学習内容等を振り返る活動を工夫する。 

 

○ 指導事項と関連のある学習課題（問題）を提示する。 

○ 読み取る視点や調べる観点等を示しながら、学習の見通しを もたせる。 

 

○ 学習課題（問題）について、自力で解決する場と相互に意見交換する場を設定す 

  る。 

 ・ 自分の考えをノート等に記述させ、グループ等で話し合わせる。 

○ 目的に応じた伝え合う力を高める学習を設定することで、自分の考えが深まる  

  ようにする。 

 ・ 学校種や学年の発達段階に応じて「話型表」や「グループでの話し合い方」等の  

  参考となるモデルの活用を図りながら学習させる。  

 

○ 学習内容や成果を振り返る場を設定する。  

 ・ この時間で、どのような国語の力を身に付けることができたか、児童生徒が自分  

  自身の学習 を振り返ることができるように自己評価等をさせる。 
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小中高の系統性を踏まえた授業のポイント（国語科） 

  板書の構造化！ 

 



ポ
イ
ン
ト 

３ 

すべての領域で、「言語活動」を通して指導する。 
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自分の考えを記述させる学習場面を設定する。 

 言語活動を通して、どんな力を身に付けさせたいのか、どんな力を活用させたいのか、これか
らの学習にどう結び付けたいのかなど、学習のねらいを踏まえて、単元の指導計画を立てたり、
授業の構成を考えたりすることが大切になります。 

「書く力」を伸ばすために、次のような言語活動を！ 

★ 経験したことを報告する文章や観察したことを記録する文章など 
 を書くこと。 

小学校１・２年 

小学校３・４年 
★ 疑問に思ったことを調べて、報告する文章を書いたり、学級新聞  
 などに表したりすること。 

小学校５・６年 
★ 自分の課題について調べ、意見を記述した文章や活動を報告し 
 た文章などを書いたり編集したりすること。 

 記述する力を身に付けるためには、記述する機会を多く設定し、記述することに慣れさせる必
要があります。また、身に付けた記述する力を実際に活用させることで、より確かな記述する力
が定着します。 

記述する力を身に付けるためのポイント 

【指導の基本として】 
◎ 発達段階に応じて、語彙を豊かにするため適切な教材を取り上げること。 
◎ 読書活動を推進すること。（家庭との協力を！） 
◎ 言語環境を整備すること。（辞書、新聞、学校図書館を身近に！） 
◎ 小・中学校では、ノート指導を徹底すること。 

【具体的な手立てとして】 
○ 目的意識、相手意識をもたせる。 
○ モデルを示して記述の仕方を身に付けさせる。   

○ 記述したものを、児童生徒が相互に批評し合える場を設定する。 

○ 自分が身に付けた記述する力を実感させる。 

○ 内容や構成だけでなく、表記に関する指導にも気を配る。 

記述する力を身に付けることは、「考える力」の育成につながります！ 

学校図書館の活用も図ろう！ 

中学校１年 ★ 図表などを用いた説明や記録の文章を書くこと。 

中学校２年 
★ 多様な考えができる事柄について、立場を決めて意見を述べる 
 文章を書くこと。 

中学校３年 ★ 関心ある事柄について、批評する文章を書くこと。 

高等学校 ★ 出典を明示して文章や図表などを引用し、説明や意見などを書く 
 こと。 


